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式部倶楽部とは
式部倶楽部は、日本の文化芸術を振興し、かつ、日本女性のあるべき姿と自身で着
物を着られる日本女性を育成することで、日本人としての輝きを取り戻し、世界に開
かれ、活力に満ち、文化の香り豊かな日本を建設し、もって国際社会の友好と平和、
人類の福祉と繁栄に寄与することを目的とします。

式部俱楽部 発起人代表　山縣かほり

式部倶楽部の活動内容
私達は、常に優しく美しく健やかな女性でいます。
私達は、日本文化を継承致します。
私達は、着物の着付けや帯の結び方をお互いに学び合います。
私達は、着付けを教えていただいたら、３名には無償でお教え致します。



会則
１．会員入会は、式部倶楽部会員の紹介制とさせて頂きます。

２．式部倶楽部内での営業活動はなさらないでください。

３．着付けを教えていただいたら３名には、無償で教えて差し上げてください。

 以上の会則が実行できない場合には、退会いただきます。

式部倶楽部の名前の由来
紫式部の名前が由来になります。

平安時代、紫式部によって日本文学の最高傑作とさ
れる「源氏物語」が誕生しました。
「源氏物語」は世界で最古の長編小説であり、
1000 年余りの時を経てもなお日本人の琴線に触れ
るだけでなく、世界の人々にも文学の最高峰として
親しまれてきました。
紫式部は、漢字ではなく、ひらがなでこの物語を
綴り、日本人のやまとごころを表現しました。
紫式部が綴った物語の真髄は「もののあわれ」であるとされ、それは四季の移り変わり、
小さきもの、大いなるもの、命あるもの全てを、ありのまま自らの心にしみじみと受
け止める、そのような日本人の純粋で素朴な情感をいいます。
日本の究極の美の価値感は、平安時代、紫式部によって文学作品として表現され、
今日の多様な世界でも受け入れられているのです。

式部倶楽部は、聡明で自立した女性の先駆者である紫式部が伝えた美の心を、着物
を通して現代に活躍する女性リーダーが受け継ぎ、後世に伝えようとするものです。
着物を自身で着る楽しさと着付けを教えあう愛あふれる倶楽部となるようにと、思い
を込めました。


